


はじめに 

私達はこれまでに,共軛したいくつかの酵素,オルニチン転移酵素(OAT),ピロリン 5カルボ

ン酸還元酵素(P5CR),アルギナーゼ(AG),アルギニノコハク酸(AS)分解酵素(ASL)を用いて,

共存する NADH の酸化反応を行ない,試料中のオルニチン(Orn),アルギニン(Arg),アルギニ

ノコハク酸(AS)を最少感度0.2nmo1レベルで,0～2,～5,～10nmo1の範囲で測定する微量定

量法を開発してきた。また新しい血色素変性法の開発により,血液濾紙ディスク３mm 径 1

個中の微量測定を可能にした。しかし微量の NADH 溶液は反応停止後も酸化還元を受けやす

く,正確な測定にはその安定剤や増感剤の開発が望まれている。そこで私達はその機能をは

たすものとして,レサズリンーレゾルフィン反応をこの反応系に応用出来ないか検討し,良

い結果を得た。この反応はレゾルフィンの蛍光を利用して測定し,非常に安定でしかも蛍光

強度が 40 倍近く強くなった。さらに蛍光を使わず可視部の比色によっても測定する新しい

方法も検討した。また本法を使って新生児 Orn 血症のマス・スクリーニングを実施した。 


